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#11-22 

【５月２８日～６月３日】 

〔ウクライナの報道をもとに作成〕 

平成２３年６月７日 

在ウクライナ大使館 
 

Ａ．主な動き 

 

１．内政 

▼大統領・政府の動き 

・１日、ヤヌコーヴィチ大統領は、チホノフ副首相兼地域発

展・建設・公共サービス相を罷免する大統領令を発出。２日、

エフレーモフ地域党最高会議会派代表は、チホノフ副首相

兼地域発展・建設・公共サービス相はアザーロフ首相との協

議に基づき自発的に辞表を提出した旨説明。 

・１日、ヤヌコーヴィチ大統領は、サラトフ・セヴァストーポリ

市行政府長官を罷免する大統領令を発出。 

・２日、ポドホルニー共産党議員は、共産党は２７日に法務

省によって発表された最高会議選挙法改正案を支持しない

旨発言。一方、エフレーモフ地域党最高会議会派代表は、

地域党と共産党の協議の結果によっては、足切りラインは

５％でなく４％に再設定される可能性もある旨発言。 

・３日、ヤヌコーヴィチ大統領は、政府の人文政策の非効率性

を指摘、タバチニク教育科学・青年スポーツ相及びサフィウリ

ン青年スポーツ庁長官に対し、同様の政策を続けるならば罷

免された元閣僚と同じ結末を迎えることとなる旨警告。 

▼ティモシェンコ前首相に対する刑事事件 

・３１日及び１日、ＢＹＴ議員は、プションカ検事総長の最高

会議への招致要求が拒否されたことにともない、抗議表明と

して最高会議議場を退出。 

・１日、クジミン検事総局副総長は、最高会議においてティ

モシェンコ前首相に対する刑事事件に関する事情説明を実

施、ユーシチェンコ前大統領に対して対露ガス価格契約に

関する事情聴取が行われた旨発言、２００９年のインフルエ

ンザ・ワクチン購入の際の権限逸脱の疑いでティモシェンコ

前首相を追訴する可能性に言及。 

・２日、ティモシェンコ前首相は、２３日に開催予定の欧州人

民党サミット出席を目的としたブリュッセル訪問の申請を検

事総局により却下された旨発言。これに対し、検事総局は、

同渡航申請は未提出でありティモシェンコ前首相の発言は

事実に即していない旨反論する声明を発表。 

・３日、ティモシェンコ前首相は、２２日～２４日のブリュッセ

ル訪問許可、及びグリボウスカイテ・リトアニア大統領及びハ

ロネン・フィンランド大統領の招待に基づく２９日～７月１日

のビリニュス訪問許可申請を検事総局に提出。 

２．経済 

▼マクロ経済 
・１日、経済発展・貿易省は、閣僚会議に対し、２０１１年のＧ

ＤＰ成長率予測を４．５％から４．７％に引き上げるよう提案。 

▼金融 

・１日、アルブゾフ中央銀行（ＮＢＵ）総裁は、ＩＭＦとの協力

中断は国際収支に影響を与える、ＮＢＵはＩＭＦとの協力再

開を望んでおり、ＩＭＦミッションによるウクライナ訪問を望む

旨発言。 

▼年金改革 

・３１日、最高会議は、昨年１２月３日提出されていた年金改

革法案を閣僚会議に差戻し。 

・１日、閣僚会議は、年金最高額の制限（最低賃金の１０倍）、

男性の退職年齢の６２歳への引き上げ等を規定した年金改

革法案を最高会議に再提出。 

▼農業 
・３１日、プリシャジニュク農業政策・食料相は、土地自由化

の第１段階ではウクライナ国民にのみ土地市場が開放され

るだろう旨発言。 

・２日、アザーロフ首相は、ウクライナの土地を現時点で外国

人に売却すべきでない、土地は戦略的な資源であり国内に

は十分な国内投資家がいる旨発言。 

・３日、閣僚会議は、小麦と大麦の輸出割当規制を廃止する

閣僚会議令を公表。 

▼ガス問題 

・３０日、ヤゼフ露ガス協会会長は、露とウクライナの間では、

天然ガス価格算出公式、輸送量の下限及び購入量の縮小

が議論されている旨発言。 

・２日、ナフトガスの子会社でガス輸送を行うウクルトランスガ

スは、本年５月の対欧州天然ガス輸送量は昨年同期比で約

３０パーセント増加し、約１００億立方メートルに達した旨発

表。 

・２日、クリューエフ第一副首相兼経済発展・貿易相は、ウク

ライナはＥＵに対し円滑な天然ガス輸送のための保証金を

支払うことはない旨発表。 

・２日、クリューエフ第一副首相兼経済発展・貿易相は、ウク

ライナは暖房シーズンの開始までに露と新たな天然ガス価

格契約に署名する予定である旨発言。 

▼その他 

・３１日、アザーロフ首相は、ＥＵとの深化した包括的ＦＴＡに

関し、ウクライナの農産品や運輸業に対する割当付与や地

理的名称に対する欧州委員会の立場が差別的と批判、ウク

ライナは割当・規制を廃した自由貿易を望んでいる旨発言。 

・２日、法務省は、ウクライナはＯＥＣＤの国際投資及び多国

籍企業に関する発展宣言を近日中に署名予定である旨発

表。 

・２日、閣僚会議は、住宅・公共料金部門改革に関する作業
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部会を立ち上げ。 

・３日、ヤロシェンコ財務相は、１～５月にかけて還付された

ＶＡＴ総額はおよそ１６７億グリブナであり、昨年同期比２．６

倍である旨発表。 

３．外政 

▼３１日、イェレミッチ・セルビア外相の来訪 
・アザーロフ首相は、イェレミッチ・セルビア外相と会談、貿

易・経済を中心とする二国間関係、特にウクライナ・セルビア

間のＦＴＡ創設の可能性につき協議。 

・グリシチェンコ外相は、イェレミッチ・セルビア外相と会談、

二国間関係、国際情勢、両国の欧州統合等につき協議。双

方は、相互査証廃止に関する合意に署名。 

▼３１日、ドゥルツァス・ギリシャ外相の来訪 
・ヤヌコーヴィチ大統領は、ドゥルツァス・ギリシャ外相と会談、

貿易・経済分野における二国間関係強化、ウクライナにおけ

るギリシャ人コミュニティー等につき協議。ヤヌコーヴィチ大

統領は、本年１０月６～８日にギリシャを訪問する意向を表

明。 

・アザーロフ首相は、ドゥルツァス・ギリシャ外相と会談、ウク

ライナ・ＥＵ間の深化した包括的ＦＴＡ創設交渉を中心とする

ウクライナの欧州統合プロセスに対するギリシャの支援を要

請。 

・グリシチェンコ外相は、ドゥルツァス・ギリシャ外相と会談、

二国間関係、ウクライナの欧州統合における協力、北アフリ

カ・中東情勢等につき協議。 

▼３１日、クリューエフ第一副首相兼経済発展・貿易相

のブリュッセル訪問 

・クリューエフ第一副首相は、フィーレ欧州拡大・欧州近隣政

策担当委員と会談、６月２０～２４日にキエフにおいて開催さ

れる予定の深化した包括的ＦＴＡ創設交渉ラウンドにつき協

議。双方は、本年末までにウクライナ・ＥＵ連合協定交渉を

終了させる意向を表明、ウクライナの地方発展プロジェクト

に対するＥＵによる１，７５０万ユーロの支援に関する合意に

署名。 

・クリューエフ第一副首相は、エッティンガー・エネルギー担

当委員と会談、ウクライナのガス輸送システム近代化プロセ

スにつき協議。エッティンガー委員は、新たなインフラ建設

よりも現存のガス輸送システム近代化がＥＵにとっては優先

度が高い旨発言。 

・クリューエフ第一副首相は、デ・グフト貿易担当委員と会談、

ウクライナ・ＥＵ間の深化した包括的ＦＴＡ創設交渉に関する

諸問題を協議。 

▼その他 
・３日、ヤヌコーヴィチ大統領は、ベズスメルトヌィ駐ベラル

ーシ・ウクライナ大使を罷免する大統領令を発出。 

４．防衛 

▼海賊被害 

・３１日、ウクライナ人船員２名を含む２０名が搭乗する船舶

「アトラス」がアラビア海において海賊による襲撃を受けたが、

仏海軍により解放。搭乗員に負傷者なし。 

５．二国間関係 

▼元横綱大鵬へのウクライナ勲章授与 
・２９日、クリニチ駐日ウクライナ大使は、ウクライナ出身の元

横綱大鵬に、「功労」勲章勲三等を授与。 

 

Ｂ．その他の動き 

 

５／３０ （月） 

・ヤヌコーヴィチ大統領は、独立記念日行事の経費削減をア

ザーロフ首相に対して指示した旨発表。 

６／１ （水） 

・ヤヌコーヴィチ大統領は、２０１１年末までに軍の規模を７，８

９７人削減し、１９万２，０００人とする法律に署名。 

・ペドチェンコ・ウクライナ軍参謀総長はポーランドを訪問、コ

ジェイ国家安全保障局長官、クリフ国防相及びチェニュフ・ポ

ーランド軍参謀総長らと会談。 

６／３ （金） 

・モジャロフスキー国防省第一次官は、８月２４日のウクライナ

独立記念日パレードに約１万人の軍人が参加する予定と発

言。 

 

（了） 


